
五
音
節
名
詞
の
東
京
方
言
ア
ク
セ
ン
ト

柳
　
　
田
　
　
征
　
　
司

目

　

次

一
、
問
題
の
所
在

二
、
院
政
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
京
都
方
言
の
型
と
現
代
東
京
方
言
の
形

三
、
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
の
成
立

0
第
一
類
I
・
第
二
類
Ⅳ
・
第
三
類
H

O
第
二
類
Ⅵ
・
第
九
類
I
・
第
一
三
類
Ⅴ
・
第
一
四
類
Ⅵ
・
第
一
五
類
Ⅵ
と
第
一
類
面
で
第
七
類
Ⅳ
・
第
】
二
類
Ⅳ
・
第
一
三
類
Ⅳ
・
第
一
五
菅

田
そ
の
他

佃
語
頭
の
低
下

四
、
〇
●
●
●
●
」
・
●
〇
〇
〇
〇

五
、
結
論

二
間
題
の
所
在

筆
者
は
、
先
に
、
東
京
方
言
に
お
い
て
、
音
便
の
定
着
が
原
因
と
な
っ
て
、
動
詞
に
生
じ
た
ア
ク
セ
ン
ト
変
化
が
、
名
詞
に
及
ん
だ
様
子

（1）

を
、
二
音
節
名
詞
か
ら
四
音
節
名
詞
に
つ
い
て
見
て
来
た
。
こ
こ
で
は
、
東
京
方
言
の
五
音
節
名
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て

五
音
節
名
詞
の
東
京
方
言
ア
ク
セ
ン
ト



鎌
　
倉
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代
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究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
二

院
政
・
鎌
倉
時
代
の
京
阪
ア
ク
セ
ン
ト
の
形
か
ら
生
ま
れ
た
の
か
を
見
る
こ
と
と
し
た
い
。
こ
こ
で
特
徴
的
で
あ
る
の
は
、
一
音
節
名
詞
か

ら
四
音
節
名
詞
に
つ
い
て
は
、
動
詞
に
生
じ
た
ア
ク
セ
ン
ト
変
化
、

川
○
●
▽
1
●
○
▽
　
（
二
音
節
第
二
類
動
詞
連
用
形
十
テ
、
例
、
書
イ
テ
）

拗
○
○
●
▽
1
0
●
○
▽
　
（
三
音
節
第
二
類
動
詞
連
用
形
＋
テ
、
例
、
動
イ
テ
）

㈲
○
●
1
●
○
（
二
音
節
第
二
類
動
詞
終
止
形
、
例
、
書
ク
）

㈲
○
○
●
1
〇
〇
〇
（
三
音
節
第
二
類
動
詞
終
止
形
、
例
、
動
ク
）

が
、
名
詞
に
及
ん
で
行
っ
た
と
見
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
五
音
節
名
詞
の
場
合
に
は
そ
の
よ
う
な
力
が
及
ば
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

二
、
院
政
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
京
都
方
言
の
型
と
現
代
東
京
方
言
の
形

四
音
節
名
詞
に
つ
い
て
調
査
し
た
の
と
同
様
の
手
続
き
で
、
院
政
・
鎌
倉
時
代
の
京
都
の
五
音
節
名
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
型
を
整
理
し
、

（2）

そ
れ
が
現
代
東
京
方
言
の
形
と
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
か
を
調
べ
る
と
、
表
1
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

（
表
1
）

第
一
類

IIIII
一
・
・
・
l

第
二
類

院
政
・
鎌
倉
　
　
現
代
東
京

●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

●
●
●
●
○

○
●
●
●
●

○
●
●
●
○

○
●
●
○
○

語
数
（
語
例
）

五
語
（
例
、
ウ
ツ
ハ
モ
ノ
　
（
器
）
）

一
語
（
波
太
於
利
米
（
促
織
）
）

四
語
（
例
、
ヰ
ナ
カ
ビ
ト
　
（
田
舎
児
）
）



T
・
ュ

IT・
ュ

T
l
ェ

ー
ェIVTtVIV

第
三
類

IIT
⊥

T－t
T
I
I
第
四
類

－

第
五
類

－

第
六
類

丁
ュ

T
ュ
T
ェI

ー
　
ュ

IVTt
第
七
類

T
l

●
●
●
●
○

●
●
●
●
○

●
●
●
●
○

●
●
●
●
○

●
●
●
●
○

●
●
●
●
○

●
●
●
○
○

●
●
●
○
○

●
●
●
○
○

●
●
●
○
○

●
●
〇
〇
〇

●
●
〇
〇
〇

●
〇
〇
〇
〇

●
〇
〇
〇
〇

〇
●
●
●
●

○
●
●
●
●
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●
●
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○
●
●
●
●
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●
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●
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○

○
●
●
●
●

○
●
●
●
〇
・
〇
●
●
●
●

○
●
●
〇
〇
・
〇
●
●
●
●
」

○
●
●
●
○

○
●
●
●
〇
・
〇
●
●
〇
〇

〇
●
●
〇
〇

〇
●
●
●
●
」
・
〇
●
●
●
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○
●
●
〇
〇

〇
●
〇
〇
〇

〇
●
●
〇
〇

〇
●
●
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〇
・
〇
●
●
●
●

●
〇
〇
〇
〇

〇
●
●
●
●

○
●
●
●
●
・
〇
●
●
〇
〇

〇
●
●
○
○

●
〇
〇
〇
〇

五
音
節
名
詞
の
東
京
方
言
ア
ク
セ
ン
ト

一
語
（
ヒ
タ
ヒ
ビ
ロ
　
（
揚
）
）

一
語
（
み
を
づ
く
し
　
（
浮
標
）
）

二
語
（
例
、
イ
シ
ダ
タ
ミ
（
瓶
）
）

三
語
（
例
、
和
太
之
布
祢
（
滞
）
）

一
語
（
ゆ
ふ
づ
く
よ
（
夕
月
夜
）
）

四
四
語
（
例
、
サ
キ
バ
ラ
ヒ
　
（
前
駈
）
）

一
語
（
タ
ケ
ノ
カ
バ
　
（
蔑
）
）

七
語
（
例
、
イ
ハ
シ
ミ
ヅ
（
石
清
水
）
）

一
語
（
ミ
ヅ
タ
ロ
ヒ
　
（
法
用
）
）

二
語
（
例
、
ま
す
か
が
み
（
真
澄
鏡
）
）

一
語
（
コ
シ
ウ
ト
メ
　
（
妹
）
）

一
語
（
イ
ク
ピ
サ
、
（
久
如
）
）

一
語
（
ウ
チ
ミ
ダ
リ
（
手
箱
）
）

一
語
（
み
え
が
く
れ
（
見
隠
）
）

一
語
（
ウ
サ
ギ
ム
マ
　
（
塩
）
）

一
語
（
イ
ク
ピ
サ
、
（
久
如
）
）二

二
三



鎌
　
倉
　
時
　
代

IIT
1
1
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l
ュIV

T
・
・
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第
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－
第
九
類

l
第
一
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I
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第
一
一
類

IT
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⊥
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第
一
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類

IIII
T

－

⊥

▼
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一
三
類
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⊥
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○

○
●
●
●
○

○
●
〇
〇
〇

〇
●
〇
〇
〇

〇
〇
●
●
●

○
○
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○
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〇
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〇
〇
〇
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●

〇
〇
〇
●
●

〇
〇
〇
●
●

〇
〇
〇
●
●

〇
〇
〇
●
●

〇
〇
〇
●
〇

〇
〇
〇
●
○

語
　
研
　
究

○
●
●
●
○

○
●
●
〇
〇
・
〇
●
●
●
○

○
●
●
〇
〇

〇
●
●
〇
〇

〇
●
●
〇
〇

〇
●
●
〇
〇

〇
●
〇
〇
〇

〇
●
●
●
●
・
〇
●
●
〇
〇

〇
●
●
〇
〇

〇
●
〇
〇
〇

〇
●
●
●
●

○
●
●
●
○

○
●
●
〇
〇
・
〇
●
●
●
○

○
●
●
○
○

●
〇
〇
〇
〇
・
〇
●
●
○
○

二
二
四

一
語
（
カ
ラ
ス
ム
ギ
　
（
穣
麦
）
）

一
語
（
ツ
バ
ク
ラ
メ
　
（
燕
）
）

五
語
　
（
例
、
井
知
古
万
女
　
（
珂
字
豆
）
）

一
語
（
は
る
か
す
み
　
（
春
霞
）
）

四
語
（
例
、
イ
キ
ボ
ト
ケ
　
（
神
仙
）
）

二
語
（
例
、
ウ
マ
ツ
ナ
キ
　
（
芽
）
）

一
語
（
ヒ
ト
カ
サ
ネ
　
（
一
対
）
）

一
語
（
ア
マ
タ
、
ビ
　
（
数
箇
）
）

二
語
（
例
、
ヤ
マ
ウ
ツ
ギ
（
萄
漆
）
）

一
語
（
由
賀
太
比
良
（
内
衣
）
）

一
語
（
ヨ
モ
ツ
ク
ニ
（
黄
泉
）
）

一
語
（
イ
ク
サ
ブ
ネ
　
（
腰
瞳
）
）

一
語
（
ナ
リ
ピ
サ
ゴ
　
（
瓢
）
）

三
語
（
例
、
や
ま
と
ま
ひ
　
（
大
和
舞
）
）

一
語
（
あ
ま
つ
か
み
　
（
天
神
）
）
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〇
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〇
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〇
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○
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〇
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ま

た
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0

0

0

0

0

ま

た

は

0

0

0

0

0

）

IIlェⅤ
l
ェVIV

第
一
五
類

IIIIT
⊥V

IV
l
ェⅤⅦ

〇
〇
〇
〇
●

〇
〇
〇
〇
●

〇
〇
〇
〇
〇

・
〇
〇
〇
〇
●

〇
〇
〇
〇
㊦

0

0

0

0

0

カ

〇
〇
〇
〇
●

〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇

○
●
●
●
●

○
●
●
●
●
÷
○
●
●
●
〇
・
〇
●
●
●
●

○
●
●
●
○

○
●
●
●
○

○
●
●
〇
〇
・
〇
●
●
●
○

○
●
●
〇
〇

〇
●
●
●
●

○
●
●
●
●
・
〇
●
●
●
●
」

○
●
●
●
●
÷
○
●
●
●
〇
・
〇
●
●
●
●

○
●
●
〇
〇
・
〇
●
●
●
●

○
●
●
〇
〇
・
〇
●
●
●
●
」

○
●
●
〇
〇

〇
●
〇
〇
〇
・
〇
●
●
○
○

一
語
一
語

四
語

四
三
語
二
語

一
語
一
語
一
語

一
語
一
語

一
二
語

三
語
二
語
一
語
一
語
一
語

一
〇
語
一
語

五
音
節
名
詞
の
東
京
方
言
ア
ク
セ
ン
ト

（
イ
ク
サ
ダ
チ
　
（
軍
）
）

（
あ
さ
ぼ
ら
け
（
朝
朗
）
）

（
例
、
ニ
シ
キ
へ
ミ
　
（
娘
）
）

（
例
、
イ
キ
ズ
タ
マ
　
（
窮
鬼
）
）

（
例
、
ナ
、
ト
コ
ロ
　
（
七
）
）

（
コ
、
ロ
バ
セ
　
（
景
行
）
）

（
ハ
カ
リ
コ
ト
　
（
規
）
）

（
ノ
ホ
ギ
リ
バ
　
（
鋸
牙
）
）

（
比
止
閏
岐
沼
　
（
単
衣
）
）

（
久
太
良
高
度
（
百
済
琴
）
）

（
例
、
ア
ブ
ラ
カ
メ
　
（
油
瓶
）
）

（
例
、
ウ
ツ
タ
シ
ビ
　
（
媚
）
）

（
例
、
コ
＼
ロ
ザ
シ
　
（
志
）
）

（
ハ
カ
リ
コ
ト
　
（
規
）
）

（
ナ
イ
ガ
シ
ロ
　
（
無
）
）

（
タ
ナ
ゴ
コ
n
（
蹄
）
）

（
例
、
ア
ブ
ミ
ズ
リ
（
承
鐙
）
）

（
い
は
ひ
う
た
　
（
視
歌
）
）二

二
五



計

一
九
二
語

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

三
、
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
の
成
立

0
第
一
類
－
・
第
二
類
Ⅳ
・
第
三
類
＝

表
1
の
う
ち
、
三
語
以
上
が
認
め
ら
れ
る
対
応
関
係
を
取
り
出
す
と
表
2
の
通
り
で
あ
る
。
全
一
九
二
語
の
う
ち
一
四
七
語
、
七
六
・
六

パ
ー
セ
ン
ト
の
語
が
こ
の
対
応
関
係
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
多
音
節
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
型
の
対
応
は
複
雑
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、

五
音
節
名
詞
の
場
合
も
大
筋
と
し
て
は
か
な
り
単
純
な
対
応
関
係
が
認
め
ら
れ
る
と
言
っ
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
表
2
）

院
政
・
鎌
倉

現
代
東
京

第
一
類
IIl

第
二
類
Ⅳ▼・・・・ュⅤ

第
三
顆
〓
1

第
七
類
Ⅳ

第
九
類
I

第
一
二
類
Ⅳ

第
一
三
類
ⅣⅤ

第
一
四
頬
Ⅵ

●
●
●
●
●

○
●
●
●
●

●
●
●
●
●

○
●
●
○
○

○
●
●
●
○

●
●
●
●
〇
・

○
●
●
○
○

●
●
●
○
○

○
●
●
○
○

○
●
●
●
〇

〇
〇
●
●
●

〇
〇
〇
●
●

〇
〇
〇
●
〇

〇
〇
〇
●
〇

〇
〇
〇
〇
●

○
●
●
〇
〇

〇
●
●
〇
〇

〇
●
●
〇
〇

〇
●
●
●
○

○
●
●
〇
〇

〇
●
●
○
○

五
語
四
語
三
語

四
四
語
七
語
五
語
四
語
三
語
四
語

四
三
語

一
二
語



第
一
五
類
I
　
〇
〇
〇
〇
〇
　
〇
●
●
●
●
　
　
　
三
語

Ⅵ
　
〇
〇
〇
〇
〇
　
〇
●
●
〇
〇
　
一
〇
語

計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
七
語

こ
の
表
を
見
る
と
、
［
日
日
∪
で
囲
ん
だ
、
第
一
類
I
、
第
二
類
Ⅳ
、
第
三
類
H
の
ケ
ー
ス
（
一
五
語
）
に
つ
い
て
は
、
院
政
・
鎌
倉
時
代
の

京
都
方
言
の
、
語
頭
に
高
が
連
続
す
る
形
に
、
語
頭
の
低
下
が
生
じ
た
形
が
、
現
代
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
の
形
で
あ
る
と
言
え
る
。

⇔
第
二
類
Ⅵ
・
第
九
類
－
・
第
二
二
類
V
・
第
二
四
類
Ⅵ
・
第
二
五
類
Ⅵ
と
第
一
類
…
・
第
七
類
Ⅳ
・
第
三
類
Ⅳ
・
第
二
二
類
Ⅳ
・
第

一
五
類
－

次
に
、
表
2
に
現
代
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
の
形
を
組
み
込
ん
だ
表
を
作
る
と
、
表
3
の
通
り
で
あ
る
。

（
表
3
）

第
一
類

院
政
・
鎌
倉

●
●
●
●
●

I
　
　
●
●
●
●
●

現
代
京
都

●
●
●
●
●
　
　
三
語

現
代
東
京

●
●
●
〇
〇
　
一
語
一
語

H
　
　
●
●
●
●
●
　
　
●
●
●
●
●
　
一
語

○
●
●
●
●

○
●
●
●
●

○
●
●
●
●

○
●
●
○
○

●
●
●
〇
〇
　
　
二
語

○
●
●
○
○

第
二
類

○
○
●
〇
〇
　
一
語

●
●
●
●
○

Ⅳ
　
　
●
●
●
●
○
　
　
●
●
●
●
〇
　
一
語

五
音
節
名
詞
の
東
京
方
言
ア
ク
セ
ン
ト

○
●
●
〇
〇

〇
●
●
●
○

二
二
七



第
三
類

第
七
類

第
九
類

鎌
　
倉
　
時
　
代

Ⅵ
　
　
●
●
●
●
○

語
　
研
　
究

●
●
●
○
○

●
●
●
●
●

●
●
●
●
○

○
●
●
●
○

○
●
●
〇
〇

〇
●
●
○
○

●
●
●
○
○

○
●
●
〇
〇
一

○
○
●
○
○

●
●
●
○
○

H
　
　
●
●
●
〇
〇

〇
●
●
●
○

Ⅳ
　
　
○
●
●
●
○

●
●
●
○
○

●
●
●
●
○

四
語

二
二
語

五
語
二
語

一
語

○
●
●
〇
〇

〇
●
●
〇
〇

〇
●
●
〇
〇

〇
●
●
〇
〇

〇
●
●
○
○

●
●
●
○
○

○
●
●
〇
〇
一

○
○
●
○
○

三
語

○
●
●
○
○

第
一
二
類VI

第
一
三
類VI

○
○
●
●
●

○
○
●
●
●

〇
〇
〇
●
●

〇
〇
〇
●
●

〇
〇
〇
●
〇

〇
〇
〇
●
○

●
●
●
○
○

○
●
●
〇
〇
一

一
語

○
●
●
○
○

●
●
●
○
○

○
●
●
〇
〇
一

二
語

○
●
●
○
○

●
●
●
●
○

○
●
●
●
〇
一



〇
〇
〇
●
○

Ⅴ
　
〇
〇
〇
●
○
　
　
●
●
●
●
●

○
●
●
●
○

○
●
●
●
○

○
●
●
○
○

●
●
●
○
○

二
五
語

○
●
●
○
○

●
〇
〇
〇
〇

〇
〇
●
○
○

一
語
五
語

一
一
語

○
●
●
〇
〇

〇
●
●
〇
〇

〇
●
●
○
○

第
一
四
類
　
〇
〇
〇
〇
●

Ⅵ
　
　
〇
〇
〇
〇
●

●
●
●
●
○

三
語

○
●
●
○
○

●
●
●
○
○

○
●
●
○
○

〇
〇
〇
〇
●

○
●
●
〇
〇

〇
●
●
○
○

第
一
五
類
　
〇
〇
〇
〇
〇

I
　
　
〇
〇
〇
〇
〇

●
●
●
●
●

○
●
●
●
●

●
●
●
●
○

Ⅵ
　
〇
〇
〇
〇
〇
　
●
●
●
●
●

●
●
●
●
○

一
語
一
語
一
語
一
語

○
●
●
●
●

○
●
●
●
●

○
●
●
〇
〇

〇
●
●
○
○

●
●
●
○
○

○
●
●
○
○

五
語

○
●
●
○
○

五
音
節
名
詞
の
東
京
方
言
ア
ク
セ
ン
ト



鎌
．
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
〇

こ
れ
を
見
る
と
、
第
二
類
Ⅵ
（
二
五
語
）
・
第
九
類
I
（
三
語
）
・
第
一
三
類
Ⅴ
（
二
五
語
）
・
第
一
四
類
Ⅵ
（
六
語
）
・
第
一
五
類
Ⅵ
（
三
語
）
の
、

「
「
日
．
日
石
囲
ん
だ
例
（
計
六
二
語
）
は
、
現
代
京
都
方
言
の
語
頭
に
高
が
連
続
す
る
形
に
語
頭
の
低
下
が
起
き
た
形
が
現
代
東
京
ア
ク
セ
ン

ト
の
形
で
あ
る
と
言
え
る
。
語
数
は
少
な
い
け
れ
ど
も
、
第
一
類
H
（
二
語
）
・
第
七
類
Ⅳ
（
〓
豊
・
第
一
二
類
Ⅳ
（
〓
豊
・
第
一
三
類
Ⅳ
（
一

語
）
・
第
一
五
類
I
（
一
語
）
の
〔
日
工
で
囲
ん
だ
ケ
ー
ス
（
計
六
語
）
も
同
じ
対
応
関
係
に
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
第
一
三
類
Ⅴ
の
「
ツ
バ
ヒ
ラ
カ
」
「
イ
ナ
ビ
カ
リ
」
は
、
院
政
・
鎌
倉
時
代
の
形
は
〇
〇
〇
●
○
で
あ
る
が
、
前
者
は
室
町
時

代
に
●
●
●
○
○
の
形
に
転
じ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
（
補
忘
記
）
、
後
者
は
近
松
浄
瑠
璃
譜
本
で
●
●
●
○
○
の
形
に
転
じ
て
い
た
こ
と
が

（3）

わ
か
る
。
ま
た
、
第
二
類
Ⅵ
の
「
ヲ
ミ
ナ
ヘ
シ
」
は
、
院
政
・
鎌
倉
時
代
の
形
は
●
●
●
●
○
で
あ
る
が
、
『
和
字
大
観
紗
』
で
●
●
●
○
○

（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

に
転
じ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
他
の
語
に
つ
い
て
は
、
い
つ
現
代
京
都
方
言
の
形
に
転
じ
た
の
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
院
政
・
鎌
倉
時
代

以
降
現
代
ま
で
の
問
に
転
じ
た
も
の
と
見
ら
れ
、
現
代
東
京
方
言
の
形
は
、
そ
の
間
に
、
語
頭
に
高
が
連
続
す
る
形
に
語
頭
の
低
下
を
生
じ

て
、
出
来
上
が
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

脅
そ
の
他

こ
の
目
で
見
な
お
し
て
み
る
と
、
次
の
場
合
に
も
、
現
代
京
都
方
言
の
語
頭
に
高
が
連
続
す
る
形
に
語
頭
の
低
下
が
生
じ
た
形
が
現
代
東

京
方
言
の
形
で
あ
る
と
い
う
例
が
認
め
ら
れ
る
。現
代
京
都
方
言
　
現
代
東
京
方
言

第
一
類
H

第
二
類
H

第
二
類
Ⅴ

語語語

波
太
於
利
米

イ
シ
ダ
タ
ミ

ゆ
ふ
づ
く
よ

●
●
●
●
○

●
●
●
○
○

●
●
●
○
○

○
●
●
●
○

○
●
●
〇
〇

〇
●
●
●
○

○
●
●
○
○



第
三
類
Ⅲ

第
四
類
I

第
八
類
－

第
一
〇
類
I

第
一
一
類
H

第
一
三
類
Ⅲ

第
一
四
類
－

第
一
四
類
Ⅳ

第
一
五
類
H

第
一
五
類
Ⅳ

語語語語語語語

ミ
ヅ
ク
ロ
ヒ

ま
す
か
が
み

や
へ
む
ぐ
ら

は
る
か
す
み

ウ
マ
ツ
ナ
キ

ヤ
マ
ウ
ツ
ギ

あ
さ
ぼ
ら
け

コ
コ
ロ
バ
セ

比
止
閏
岐
沼

イ
キ
ド
ホ
リ

一
語
　
ナ
イ
ガ
シ
ロ

第
一
五
類
Ⅴ
一
語
　
タ
ナ
ゴ
＼
ロ

第
一
五
類
Ⅶ
一
語
　
い
は
ひ
う
た

●
●
〇
〇
〇

●
●
●
○
○

●
●
●
○
○

●
●
●
○
○

●
●
●
○
○

●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

●
●
●
●
○

●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

●
●
●
○
○

●
●
●
○
○

○
●
〇
〇
〇

〇
●
●
〇
〇

〇
●
●
〇
〇

〇
●
●
〇
〇

〇
●
●
〇
〇

〇
●
●
〇
〇

〇
●
●
●
●

○
●
●
●
●

○
●
●
●
○

○
●
●
●
●

○
●
●
●
●
」

○
●
●
〇
〇

〇
●
●
●
●

○
●
●
〇
〇

〇
●
●
●
●
」

○
●
〇
〇
〇

〇
●
●
○
○

計

一
六
語

㈲
語
頭
の
低
下

五
音
節
名
詞
の
東
京
方
言
ア
ク
セ
ン
ト

二
三
一



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
二

院
政
・
鎌
倉
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の
間
に
、
京
都
方
言
の
語
頭
に
高
が
連
続
す
る
形
に
語
頭
の
低
下
が
起
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
現
代
東
京

方
言
の
形
が
で
き
た
と
い
う
視
点
で
説
明
す
る
こ
と
の
で
き
る
語
は
九
九
語
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

H
で
扱
っ
た
語
一
五
語

日
で
扱
っ
た
語
　
六
八
語

臼
で
扱
っ
た
語
一
六
語

計
　
　
　
　
　
　
九
九
語

対
象
と
し
た
語
が
一
九
二
語
で
あ
る
か
ら
、
約
半
数
し
か
説
明
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
現
代
京
都
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
形
が
明
ら
か

（6）

で
な
い
語
が
四
六
語
あ
る
か
ら
、
一
九
二
か
ら
こ
れ
を
除
く
と
、
六
七
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
語
が
こ
の
視
点
で
説
明
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

五
音
節
名
詞
の
東
京
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
が
、
そ
の
原
形
と
考
え
ら
れ
る
京
都
方
言
の
、
語
頭
に
高
が
連
続
す
る
形
に
、
語
頭
の
低
下
が
起

き
て
、
生
じ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
生
じ
た
原
因
は
、
東
京
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
が
統
成
的
機
能
を
獲
得
す
る
方
向
に
変

化
し
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
現
代
東
京
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
は
数
少
な
い
型
に
収
赦
し
て
い
く
一
方
で
、
統
成
的
機
能
を
獲
得
し
て

い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
五
音
節
名
詞
に
な
れ
ば
同
音
異
義
語
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
統
成
的
機
能
を
果
た
す
形
の
方
が
合
理
的
で
あ
っ
た
と
言

え
る
。
五
音
節
名
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
型
（
現
代
東
京
方
言
）

○
●
●
●
●

○
●
●
●
●
」

○
●
●
●
○

○
●
●
〇
〇

〇
●
〇
〇
〇



●
〇
〇
〇
〇

四
、
〇
●
●
●
●
」
・
●
〇
〇
〇
〇

現
代
東
京
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
に
認
め
ら
れ
る
型
で
、
上
の
考
察
に
出
て
来
な
か
っ
た
型
は
○
●
●
●
●
」
と
●
〇
〇
〇
〇
と
で
あ
る
。

○
●
●
●
●
」
は
次
の
語
に
実
現
し
て
い
る
。

イ
キ
ド
ホ
リ
。
コ
コ
ロ
ザ
シ
・
コ
コ
ロ
バ
セ
・
タ
ケ
ノ
カ
バ
・
タ
ナ
ゴ
コ
ロ
・
ハ
カ
リ
コ
ト

こ
の
う
ち
は
じ
め
の
五
語
は
○
●
●
●
●
の
形
で
も
行
わ
れ
て
い
る
。
○
●
●
●
●
は
○
●
●
●
●
」
の
形
で
も
実
現
し
や
す
い
形
な
の
で

あ
ろ
う
。

次
に
●
〇
〇
〇
〇
は
、
「
イ
ク
ビ
サ
サ
」
と
い
う
疑
問
詞
の
例
と
、
「
あ
ま
つ
か
み
」
（
天
つ
神
）
と
で
あ
る
。
頭
高
の
●
〇
〇
〇
〇
に
つ
い

て
は
、
四
音
節
名
詞
・
六
音
節
名
詞
の
そ
れ
と
合
わ
せ
て
、
別
に
扱
う
こ
と
と
し
た
い
。

五
、
結
　
　
　
論

動
詞
に
生
じ
た
ア
ク
セ
ン
ト
変
化
の
影
響
を
受
け
な
か
っ
た
五
音
節
名
詞
の
場
合
、
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
の
形
は
、
大
筋
と
し
て
は
、
院
政
・

鎌
倉
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
時
期
に
、
統
成
的
機
能
の
獲
得
を
志
向
し
て
、
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
の
、
語
頭
に
高
が
連
続
す
る
形

に
、
語
頭
の
低
下
を
起
こ
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
じ
た
も
の
と
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
、
本
稿
で
は
、
京
都
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
、
院
政
・
鎌
倉
時
代
以
降
、
な
ぜ
次
の
よ
う
な
変
化
を
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
は
説
明
を
試
み
て
い
な
い
。

五
音
節
名
詞
の
東
京
方
言
ア
ク
セ
ン
ト



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

院
政
・
鎌
倉
時
代

第
一
類
Ⅲ
　
　
●
●
●
●
●

第
二
類
Ⅵ

第
七
類
Ⅳ

第
九
類
－

第
一
二
類
Ⅳ

第
一
三
類
ⅣⅤ

第
一
四
類
Ⅵ

第
一
五
類
IIV

●
●
●
●
○

○
●
●
●
〇

〇
〇
●
●
●

〇
〇
〇
●
●

〇
〇
〇
●
〇

〇
〇
〇
●
〇

〇
〇
〇
〇
●

〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇

現
代
京
都
方
言

●
●
●
○
○

●
●
●
○
○

●
●
●
○
○

●
●
●
○
○

●
●
●
○
○

●
●
●
●
○

●
●
●
○
○

●
●
●
○
○

●
●
●
●
●

●
●
●
○
○

な
ん
ら
か
の
原
因
で
第
二
類
Ⅵ
の
変
化
●
●
●
●
0
1
●
●
●
○
○
が
起
き
、
第
三
類
に
合
流
す
る
と
、
●
●
●
○
○
の
型
が
多
数
の
語
を

も
つ
こ
と
と
な
り
、
少
数
の
語
し
か
も
た
な
い
型
の
語
が
こ
の
型
に
統
合
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
の
が
、
大
き
な
流
れ
で
は
な
い
か
と
見
ら

れ
る
が
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

注（
1
）
　
拙
稿
「
モ
ー
ラ
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
　
（
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
）
・
シ
ラ
ビ
ー
ム
性
モ
ー
ラ
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
（
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
）
・
シ
ラ
ビ
ー
ム

方
言
ア
ク
セ
ン
ト
の
分
離
は
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
な
ぜ
生
じ
た
か
」
　
（
愛
媛
大
学
教
育
学
部
紀
要
〇
七
1
二
一
九
九
五
・
二
）
　
同
「
四

音
節
名
詞
に
お
け
る
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
」
　
（
築
島
裕
博
士
古
稀
記
念
会
『
築
島
裕
博
士
古
稀
記
念
国
語
学
論
集
』
　
汲
古
書
院
一
九
九
五
・
一

〇
）
同
「
四
音
節
名
詞
に
お
け
る
京
阪
ア
ク
セ
ン
ト
と
現
代
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
」
　
（
愛
媛
大
学
教
育
学
部
紀
要
日
八
1
二
一
九
九
六
・
二
）
ほ
か
。

（
2
）
　
所
属
す
る
語
の
す
べ
て
を
列
挙
し
た
表
を
作
成
し
て
い
る
が
、
紙
幅
の
都
合
で
省
略
す
る
。



（3）（4）（5）（6）

坂
本
清
恵
『
近
松
世
話
物
浄
瑠
璃
胡
麻
章
付
語
彙
索
引
体
言
篇
』
（
ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
研
究
会
　
∵
九
八
七
二
）
に
よ
る
。

稲
垣
正
幸
「
釈
文
雄
「
和
字
大
観
紗
」
の
ア
ク
セ
ン
ト
」
（
都
留
文
科
大
学
研
究
紀
要
一
九
七
九
・
六
）
に
よ
る
。
た
だ
し
、
同
じ
第
二
類
Ⅵ

の
「
サ
ザ
レ
イ
、
と
は
、
『
和
字
大
観
紗
』
に
、
古
い
形
の
●
●
●
●
○
の
ま
ま
で
見
え
る
。

第
一
三
類
Ⅴ
の
「
モ
ノ
ガ
タ
リ
」
「
ハ
ナ
ガ
タ
ミ
」
や
「
ヤ
マ
ト
ウ
タ
」
の
近
世
の
形
は
、
院
政
・
鎌
倉
時
代
の
形
〇
〇
〇
●
○
か
ら
現
代
京
都

方
言
の
形
●
●
●
○
○
へ
の
変
化
の
中
で
の
位
置
が
明
ら
か
で
な
い
。

第
一
類
I
の
「
ク
ル
マ
ザ
キ
」
も
京
都
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
が
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
院
政
・
鎌
倉
時
代
の
形
か
ら
説
明
で
き
る
語
で
あ
る
か
ら
、

数
え
て
い
な
い
。

五
音
節
名
詞
の
東
京
方
言
ア
ク
セ
ン
ト




